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原
稿
締
切
三
日
前
、Ａ
が
訪
ね

て
き
た
。

　
「
早
稲
田
の
一
文
に
合
格
し
ま

し
た
。自
分
が
合
格
す
る
な
ん
て
、

ま
だ
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
」

　

夢
見
心
地
で
語
る
Ａ
は
、本
当

に
自
分
の
合
格
を
信
じ
か
ね
て

い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

　
「
つ
い
に
や
っ
た
な
。
予
定
よ

り
早
く
決
め
て
し
ま
っ
た
な
。政

経
学
部
の
発
表
は
土
曜
日
か
」

Ａ
と
の
出
会
い
は
、三
年
前
に
遡

る（
本
人
の
了
解
を
得
て
の
記
述

で
あ
る
こ
と
を
、前
も
っ
て
お
断

り
し
て
お
く
）。

　

三
年
間
学
年
主
任
と
し
て
卒

業
さ
せ
た
の
も
束
の
間
、今
度
は

担
任
と
し
て
三
年
に
残
る
こ
と

に
な
っ
た
。残
る
こ
と
に
は
何
の

不
安
も
な
い
の
だ
が
、困
っ
た
こ

と
に
、担
任
と
し
て
生
徒
の
情
報

を
全
く
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、久
し
ぶ
り
の

担
任
で
、一
年
勝
負
も
悪
く
な
い

な
と
思
っ
て
い
た
中
に
、Ａ
は
い

た
の
だ
。

　

三
年
時
の
Ａ
は
、実
に
だ
ら
し

が
な
い
生
徒
で
あ
り
、先
生
方
に

さ
ぞ
か
し
迷
惑
を
か
け
通
し

だ
っ
た
に
違
い
が
な
い
と
い
う

生
徒
で
あ
っ
た
。自
分
の
机
の
周

囲
に
は
、教
科
書
や
ノ
ー
ト
に
体

育
着
、ゴ
ミ
も
散
乱
す
る
あ
り
さ

ま
。
掃
除
は
サ
ボ
る
し
、勉
強
は

勝
手
気
ま
ま
な
自
己
流
で
あ
っ

た
。部
活
は
一
生
懸
命
だ
っ
た
よ

う
だ
が
、そ
れ
が
逆
に
わ
ざ
わ
い

し
て
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
乱
す
原

因
と
も
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

そ
ん
な
勝
手
気
ま
ま
な
Ａ
で

は
あ
っ
た
が
、ど
こ
か
憎
め
な
い

一
面
を
持
っ
て
お
り
、ク
ラ
ス
の

雰
囲
気
作
り
に
は
、結
果
的
に
貢

献
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
ク
ラ
ス
は
、学
院
大
学

の
推
薦
を
主
と
す
る
ク
ラ
ス
で

あ
っ
た
が
、
彼
は
違
っ
て
い
た
。

　
「
早
稲
田
は
無
理
っ
す
か
」

　
（
無
理
も
な
に
も
、
そ
れ
以
前

の
問
題
で
、こ
の
ま
ま
で
は
推
薦

で
も
学
院
大
は
無
理
だ
し
、ま
し

て
受
験
で
は
…
の
状
態
で
あ
る
）

　
「
本
当
に
早
稲
田
に
行
き
た
い

か
。
行
き
た
い
な
ら
、先
生
の
言

う
通
り
に
す
る
か
。五
年
か
か
る

ぞ
」

　
「
ど
う
す
れ
ば
行
け
ま
す
か
」

　
「
ま
ず
、
部
活
を
止
め
る
こ
と
。

次
に
、学
院
大
に
受
験
で
現
役
合

格
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
先
だ
」

　

こ
う
し
て
Ａ
は
部
活
を
止
め
、

受
験
勉
強
を
曲
が
り
な
り
に
も

開
始
し
た
の
だ
っ
た
。理
解
す
る

に
は
知
識
不
足
な
の
で
、ひ
た
す

ら
暗
記
を
さ
せ
た
。彼
の
努
力
は

本
物
で
あ
っ
た
。推
薦
も
無
理
な

他
の
生
徒
に
も
よ
い
刺
激
を
与

え
、受
験
で
み
ん
な
が
学
院
大
に

合
格
し
た
が
、一
人
彼
だ
け
は
進

学
し
な
か
っ
た
。親
の
反
対
は
言

わ
ず
も
が
な
で
あ
っ
た
。

　

一
浪
し
た
彼
は
、模
擬
試
験
で

も
上
位
に
顔
を
出
す
ほ
ど
、著
し

い
成
績
の
伸
び
を
見
せ
て
く
れ

た
。
そ
の
成
績
を
見
る
た
び
に
、

「
こ
い
つ
は
、
本
物
に
な
っ
た

な
」と
確
信
す
る
に
至
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
会
う
た
び
に
、
ど
ん
ど

ん
謙
虚
に
な
っ
て
い
く
姿
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　

受
験
直
前
に
、彼
は
は
じ
め
て

不
安
に
な
っ
た
。

　
「
お
前
は
枕
が
変
わ
る
と
眠
れ

な
い
だ
ろ
う
」

　
「
そ
う
で
す
。わ
か
り
ま
す
か
」

　
「
あ
あ
、
気
に
せ
ず
に
自
分
の

枕
を
持
っ
て
い
け
」

　

な
ん
と
彼
は
、布
団
袋
に
家
で

使
っ
て
い
る
自
分
の
寝
具
を
一

式
詰
め
て
、ホ
テ
ル
に
送
っ
た
の

だ
っ
た
。青
学
と
中
央
に
は
合
格

し
た
が
、
早
稲
田
の
敷
居
は
高

か
っ
た
。
結
局
、彼
は
二
浪
を
決

め
た
。今
度
は
息
子
を
信
じ
る
親

あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
。

　

今
年
も
寝
具
一
式
を
ホ
テ
ル

に
送
っ
て
受
験
に
臨
み
、政
経
と

法
は
落
ち
た
が
、一
文
と
先
ほ
ど

商
に
も
合
格
し
た
。

　

評
定
平
均
値
は
二
・
九
。

　
「
サ
ム
ラ
イ
」
は
今
で
も
い
る

の
で
あ
る
。

サムライ

 榴ケ岡高等学校教諭

佐藤　信行

大
学
前
期
学
納
金
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
��

	
��

　

平
成
十
六
年
度
の
東
北
学
院

大
学
前
期
学
生
納
付
金
（
二
年
、

三
年
、
四
年
生
）
の
納
入
期
限

は
五
月
十
四
日
と
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
金
振
込
用
紙
は
四
月

下
旬
に
保
護
者
宛
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
銀
行
か
ら

振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
会
計
課

（
�
０
２
２
―
２
６
４
―
６
４

４
１
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

学
校
法
人
東
北
学
院
の
平
成
十

六
年
度
予
算
が
、
去
る
三
月
五
日

の
評
議
員
会
お
よ
び
理
事
会
で
そ

れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
、
成
立
し
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
経
済
回
復
の
兆
し

が
見
え
始
め
た
も
の
の
、
教
育
界

に
お
い
て
は
受
験
生
の
減
少
、
国

立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
な
ど
、

本
学
も
激
し
い
競
争
環
境
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
は
、
教
育

改
革
、
公
的
補
助
制
度
の
見
直
し

の
問
題
等
が
あ
り
、
私
学
経
営
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、
社
会
と

時
代
の
要
請
に
応
え
、
質
の
高
い

教
育
を
行
い
、
し
か
も
長
い
将
来

を
見
据
え
な
が
ら
、
教
育
機
関
本

来
の
機
能
を
堅
実
に
遂
行
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
姿
勢
の
下
に
、
本
年
度
も
、

�
前
年
度
当
初
予
算
比
伸
び
率
ゼ

ロ
、
�
予
算
の
補
正
は
原
則
と
し

て
認
め
な
い
、
の
二
点
を
本
年
度

の
予
算
編
成
の
基
本
方
針
と
し
た
。

　

平
成
十
六
年
度
の
主
な
事
業
と

し
て
は
、
大
学
部
門
で
は
、
四
月

に
開
設
の
大
学
院
法
務
研
究
科

（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
の
授
業
運
営

を
軌
道
に
乗
せ
る
、
同
研
究
科
に

対
す
る
入
学
時
特
待
生
制
度
や
給

付
奨
学
金
制
度
を
新
設
す
る
、
平

成
十
七
年
度
を
目
標
と
す
る
教
養

学
部
の
改
組
転
換
（
現
在
の
一
学

科
三
専
攻
体
制
か
ら
三
専
攻
を
三

学
科
に
変
更
し
、
新
た
に
地
域
構

想
学
科
を
加
え
た
四
学
科
体
制
へ

転
換
）
を
は
か
る
た
め
の
条
件
整

備
を
行
う
、
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
に

完
成
し
た
法
科
大
学
院
・
総
合
研

究
棟
に
、
こ
れ
ま
で
分
散
し
て
い

た
各
研
究
所
、
資
料
室
、
事
務
室

を
移
転
し
、
効
率
的
な
利
用
に
供

す
る
、
学
長
提
案
に
基
づ
く
諸
改

革
や
補
助
金
制
度
の
有
効
活
用
に

よ
る
教
育
活
動
の
質
的
向
上
・
充

実
を
は
か
る
、
な
ど
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
さ
れ

る
よ
う
予
算
措
置
を
講
じ
た
。

　

一
方
、
将
来
を
見
据
え
た
長
期

的
な
観
点
か
ら
、
狭
隘
な
土
樋

キ
ャ
ン
パ
ス
を
改
善
す
る
た
め
に

東
北
大
学
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一

部
（
旧
東
北
工
業
専
門
学
校
用
地
）

を
取
得
し
、
教
育
・
研
究
環
境
の

改
善
を
図
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
資

源
の
有
効
活
用
を
通
し
て
経
営
の

効
率
改
善
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
計
画
の
下

に
、
当
該
土
地
の
取
得
に
向
け
て

第
二
号
基
本
金
を
新
設
し
、
本
年

度
は
計
画
初
年
度
と
し
て
の
基
本

金
組
入
れ
を
行
っ
た
。

　

中
学
・
高
等
学
校
部
門
で
は
移

転
事
業
の
う
ち
、
教
室
・
管
理
棟
、

礼
拝
堂
、
体
育
館
、
部
室
棟
、
雨

天
練
習
場
等
の
建
設
は
順
調
に
進

ん
で
い
る
が
、
今
後
行
わ
れ
る
外

構
工
事
の
契
約
を
も
含
め
て
予
算

措
置
を
講
じ
た
。

　

次
に
消
費
収
支
の
概
略
を
説
明

し
た
い
。
消
費
収
支
の
部
で
最
も

大
き
な
割
合
を
占
め
る
学
生
・
生

徒
等
納
付
金
収
入
は
、
幼
稚
園
に

お
け
る
納
付
金
の
改
定
、
大
学
に

お
い
て
は
、
法
科
大
学
院
の
開
設

に
伴
う
学
生
定
員
の
増
加
、
学
年

進
行
に
伴
う
自
然
増
（
ス
ラ
イ
ド

制
に
よ
る
）
等
に
よ
り
前
年
度
補

正
予
算
に
比
し
若
干
の
増
額
を
見

込
ん
だ
。
手
数
料
収
入
は
志
願
者

の
減
少
を
考
慮
し
、
ま
た
寄
付
金

収
入
は
現
下
の
社
会
経
済
状
況
を

踏
ま
え
減
額
計
上
し
た
。
補
助
金

収
入
は
国
、
宮
城
県
の
財
政
状
況

に
よ
り
増
額
交
付
は
見
込
め
な
い

も
の
の
、
大
学
に
お
け
る
経
常
費

補
助
金
や
研
究
設
備
等
の
補
助
金

に
つ
い
て
は
多
少
の
回
復
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
、
ま
た
資
産
運
用
収

入
は
各
部
門
と
も
効
率
的
な
運
用

へ
の
努
力
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

勘
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
計
上
し

た
。
資
産
売
却
差
額
は
中
学
・
高

等
学
校
の
現
在
の
校
地
の
売
却
に

伴
う
売
却
収
入
と
簿
価
と
の
差
額

を
計
上
し
た
。

　

消
費
支
出
の
部
で
最
大
の
費
目

は
人
件
費
支
出
で
あ
る
が
、
本
年

度
は
法
科
大
学
院
担
当
教
員
を
は

じ
め
各
学
部
で
の
新
規
採
用
に
よ

り
増
額
と
な
っ
た
。
教
育
研
究
経

費
支
出
お
よ
び
管
理
経
費
支
出
は
、

法
科
大
学
院
の
開
設
に
伴
う
奨
学

金
の
創
設
、
法
科
大
学
院
・
総
合

研
究
棟
使
用
開
始
に
よ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設

備
費
、
光
熱
水
費
、
清
掃
費
、
減

価
償
却
費
、
中
学
・
高
等
学
校
部

門
で
は
移
転
事
業
に
伴
う
什
器
備

品
等
の
購
入
や
移
転
費
用
等
を
計

上
し
た
た
め
増
額
と
な
っ
た
。
資

産
処
分
差
額
は
、
中
学
・
高
等
学

校
の
現
校
地
の
売
却
に
伴
い
、
既

存
の
校
舎
等
を
処
分
す
る
た
め
現

在
の
帳
簿
価
格
を
計
上
し
た
。

　

以
上
、
本
年
度
も
ま
た
厳
し
い

予
算
と
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
教

育
・
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
支
障

平
成　

年
度
東
北
学
院
大
学

１５

　

三
月
三
日
に
工
学
部
主
催
の
平

成
十
六
年
度
「
企
業
と
学
生
の
就

職
セ
ミ
ナ
ー
」
の
企
業
説
明
会
が

多
賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、

理
工
系
の
企
業
を
中
心
に
五
十
四

社
か
ら
七
十
七
人
の
企
業
担
当
者

が
本
学
を
訪
れ
た
。
昨
年
は
四
十

七
社
が
参
加
し
た
。

　

工
学
部
体
育
館
の
フ
ロ
ア
に
設

置
さ
れ
た
各
企
業
の
ブ
ー
ス
に
は
、

リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
姿
の
本
学
学

生
延
べ
千
五
十
人
ら
が
列
を
な
し
、

そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
の
担
当
者
か
ら

企
業
概
要
や
業
務
内
容
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
聞
き
入
っ
て
い
た

（
写
真
）。

全
国
高
校
将
棋
新
人
大
会

　

第
十
二
回
全
国
高
等
学
校
文
化

連
盟
将
棋
新
人
大
会
（
会
場：

広

島
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）
が
二
月
十

三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
、

個
人
戦
に
お
い
て
東
北
学
院
高
校

の
星
宮
謙
（
二
年
）
さ
ん
が
宮
城

県
大
会
二
位
の
成
績
で
同
大
会
へ

出
場
。
予
選
を
一
勝
二
敗
の
結
果

で
、
惜
し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
進
め
な
か
っ
た
。

課
外
活
動
功
労
者
等

を
表
彰

　

東
北
学
院
大
学
の
平
成
十
四
年

度
課
外
活
動
功
労
者
表
彰
状
授
与

式
な
ら
び
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
リ
ー
ダ
ー
功
労
者
感
謝
状
贈

呈
が
、
三
月
一
日
に
土
樋
キ
ャ
ン

パ
ス
礼
拝
堂
で
行
わ
れ
た
。

　

今
春
卒
業
予
定
者
の
中
か
ら
、

課
外
活
動
功
労
者
と
し
て
学
生
会

活
動
を
は
じ
め
、
工
学
部
学
生
会

活
動
、
学
友
会
活
動
、
体
育
会
活

動
、
文
化
団
体
連
合
会
活
動
に
功

績
が
あ
っ
た
功
労
者
百
十
五
人
と

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ー

ダ
ー
に
尽
力
し
た
六
十
二
人
の
功

労
者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
東
北
学
院
大
学
の

平
成
十
六
年
度
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
委
嘱
状
交
付

式
も
行
わ
れ
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
新
た

に
百
三
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

た
。

工
学
部
で
企
業
説
明
会
開
催

を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
適
正

な
編
成
に
努
め
た
。

　

な
お
、
予
算
の
規
模
は
、
帰
属

収
入
で
二
百
二
十
九
億
七
千
万
円

（
対
前
年
度
補
正
予
算
比
四
一
・

四
％
の
増
）、
消
費
収
入
で
は
百
六

十
二
億
六
千
万
円
（
同
一
〇
・
〇

％
の
増
）、
消
費
支
出
で
は
百
六
十

二
億
六
千
万
円
（
同
九
・
六
％
の

増
）
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
消

費
収
支
差
額
は
三
百
八
十
万
円
の

収
入
超
過
と
な
り
、
累
積
で
は
十

三
億
一
千
万
円
の
収
入
超
過
を
見

込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
資
金
収
支
で
は
総
額
で

約
五
百
九
億
六
千
万
円
（
同
一
・

五
％
の
増
）、
次
年
度
へ
の
繰
越
支

払
資
金
は
二
百
四
十
二
億
九
千
万

円
（
同
三
・
〇
％
の
減
）
が
そ
れ

ぞ
れ
見
込
ま
れ
て
い
る
。
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